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DXが進まないのはなぜか
デジタルコモンズ支援で直面した課題

①地域社会への浸透を阻む壁の克服

– デジタル化が地域社会では殆ど理解されない

②世代間デジタル対応ギャップの克服

– 若年層と中高年層のメディアリテラシー

③地域資料のデジタル化促進

– 地域資料の殆どはデジタル化されていない

d-commons.net適用で
根本から課題解決



デジタルコモンズクラウドサービス
PPCorn→d-commons.netへの展開

誰もが多様なデータを自由にオーサリン
グできるメディア環境の実現
・デジタルアーカイブ構築
・eポートフォリオ学習
・コミュニティ活動の支援

PopCorn/PushCornプロジェクト 1997～

d-commonsプロジェクト 2017～

知識循環型社会へのシフト
・メディア環境の進化に対応
・いっそう求められるフールプルーフ性
・旧データの一括継承



地域デジタルコモンズモデル
地元をつなぎ、他地域とつながる共有スペース

知識消費型社会から知識循環型社会へ
知識循環型社会実現を下から後押し

雲上の世界
（クラウドサービス）

リアルな社会
(地域と皆さん)



地域デジタルコモンズクラウドサービス
d-commons.netサイト構成
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★コミュニティサイト(親サイト)
地域や組織・団体等がコミュニティサ
イトの運営主体となり、自身のコミュ
ニティサイト（親サイト）を開設する。

★マイサイト 個別サイト(子サイト)
任意の個人はいずれかのコモンズサイ
トに新規ユーザー登録することにより、
そのコミュニティサイトの個別ユーザ
ー（個別サイト＝子サイト）としてア
カウント登録できる。

★親サイトと子サイトの関係
・子サイトは親サイトのカテゴリを継
承する。子サイトは独自のカテゴリを
追加できるが、そのカテゴリは親サイ
トには反映しない。
・個人ユーザーは自分のサイトに記事
を自由に投稿し公開できる。個人ユー
ザーが投稿した記事は、カテゴリが親
サイトのカテゴリの場合には親サイト
に記事公開する。ただし親サイト側で
「公開承認」を行った後、親サイトに
追加される。
・情報検索、新着記事、キーワード(ハ
ッシュタグ)、地図は親サイトの場合は
子サイト記事も対象とする。子サイト
においては子サイト内の記事のみを対
象とする。



d-commons.netによる
デジタルコモンズサイト

限定公開・非公開サイトを除く



デジタルアーカイブ/デジタルコモンズ
どこが違うのか

リソース アーカイブサイト 利用者(学習者)

デジタル化
して提供

利用

デジタルコモンズサイト

アーカイブス(博物学的情報空間)＝静的空間

利用者(学習者)

利用

登録

リソース

デジタルコモンズ(知識循環空間)＝動的空間、プロセスに本質

デジタル化
は学習

プロセス



なぜデジタルコモンズか
社会的活動/主体のアーカイブ化プロセス総体

•活動しながらアーカイブ化する

•地域活動、学習活動がアーカイブ化である

•アーカイブ化活動も学習プロセスである

•アーカイブ(蓄積サイト)がポートフォリオ(ふり返りサイト)になる

コミュニティ 家庭 図書館/文書館 博物館 大学・学校 企業 行政

地域DXの実現イメージ



デジタルアーカイブ化の工程
何に頭脳と労力と資金を使うか

基本設計

詳細設計

データ制作

ウェブ制作（実装・公開）

維持管理

コンセプト、構成、運用形態

スキーマ、メタデータ、
実装デザイン（UI等）

資料のデジタル化

ウェブデザイン

追加・修正・乗り換え

要求仕様 アーカイブをこうしたい

よくわからない→資金があるとベンダーまかせに



工程モデルの根本的見直し
小さく始め、学習しながら大きく育てる

最初のつまづき
要件(要求仕様)も何もかも

わからない
経験なく、イメージできない

ベンダーに
アウトソーシング

始めても続かない…

そもそも やらない

デジタルコモンズはスタートアップ型（やりながら設計する）

まず始める
０件開設

投稿しながら構成、感
覚を掴み、要求仕様を
その中で形にする

やらないとわからない
やるからわかる！

持続的に発展させる

陥りやすい傾向

標準モデル適用、個別
モデル対応も可能



地域アーカイブに関わる諸問題

•運用コストの問題 ベンダーモデル

•持続性の問題
データ可搬性、プラットフォーム

•活用されない問題 ロングテール特性

•弱小（群小）と孤立 コミュニティ・学習支援



運用コストの問題
あるある問題：予算ついた！ が…

イニシャルコスト ランニングコスト

1,000万円
50万円

１年目 ２年目

50万円

３年目

50万円

４年目

50万円

５年目

ベンダー委託
プラットフォーム
コンテンツ

補助金だといきなりゼロ予算も、続かない…

プラットフォーム
データ分離モデル

12万円

１年目

12万円

２年目

12万円

３年目

12万円

４年目

12万円

５年目

コンテンツ/データ作成は別建て
・ベンダー委託
・専門業者委託
・手弁当（自分たちで）
・アルバイト等外部への委託



持続性の問題

•デジタルアーカイブは持続して意味ある営み

•持続しなくなる主な要因

– ランニングコストが高く継続できない

– イニシャルコスト、ランニングが計画されていない

– 予算措置でいきなり減額、ゼロ査定

– 異動・退職等により意思ある人材がいなくなる

– 長い間に価値観が変わる（古くさくなる、役立たない）

– システムの継続運用が不可能になる



持続性の根本的要因と対策

•プラットフォームの永続保障

– 国会図書館等、公的機関は永続運用前提

– 「信州デジタルコモンズ」モデル
（限定的ながら県域プラットフォームである）

•データ可搬性、データエクスチェンジの保証

– 「d-commons.net」モデル

– オープンプラットフォームへの進化

– データファースト、データエクスチェンジ

– オープンデータ大前提



データファースト、永続的継承の保証

d-commons.net
データベース

▼PushCornサイト（複数サイト） PopCorn仕様のデータ構造

データエクスチェンジ
PopCorn→d-com▼d-commons.net「西川町資料館」(複数サイト併設)



群小アーカイブ：自律分散連携の解決
可搬的データとデータエクスチェンジ

•データファースト（自律分散連携）の基本

– データ構造はアーカイブ要件で異なる

– データを死滅させず未来永劫に受け渡す

•データエクスチェンジ（今のデータ居場所は仮の住居）

– 異なる構造のデータを項目変換表で移行する

– オープンデータの利活用はデータエクスチェンジが前提

– ＳＮＳ等外部サイトから／へデータを移行する

サイトＡ
（データ実体＋メタデータ）

サイトＢ
（データ実体＋メタデータ）

サイトＡ’
（Ｃ変換後）

ＡｔｏＣ
エクスチェンジ

サイトＢ’
（Ｃ変換後）

ＢｔｏＣ
エクスチェンジ

ポータルサイト
CｔｏＰ
統合＆

エクスチェンジ

事後の課題



活用されない問題（活用シンドローム）
金も手間もかけたのに活用されない問題

•普通は対投資効果を評価 → アクセス数で評価

アクセス数：短絡的な評価基準
そもそもアーカイブの特性・役割とは？

よく考えてみよう！

アクセス数少ないのは当たり前
ロングテールがアーカイブの真骨頂



情報通信の日常的な文化
知識・情報の授受 「上田とは？」

•私たちがふだん調べる行為は？

レポート
記事

ここにどのような
問題が指摘できますか？

知識循環型社会とは？
知識を再利用しつつ・新たに生産して共有する



知識・情報源のロングテール

•マイナーニーズに応えることはデジタルアーカイ
ブの本質的な役割

•多様・多量なデータ（ロングテール）が充実して
役立つものになる

•ロングテール理論

ITメディアエンタープライズから転載
http://www.itmedia.co.jp/im/articles/0601/17/news095.html



知識基盤を構造的に捉えると…

開架（一般） 閉架(一般) 閉架(貴重書)

ヘッド
（表層的な情報源）

ロングテール
（ディープな情報源）

図書館

一般の文書 主たる収蔵資料文書館

デジタルアーカイブ
（ネット公開）

知識の受け手
（一般市民）

知識の源泉書籍＝通説
（知識のアウトプット）

担い手：研究者など

通説受容

活用・新たな
知識の創造

図書館に行っても通り一遍の
知識しか得られない



「活用」するとは？
提供物を利用 → 作ることも活用

リソース アーカイブサイト 利用者(学習者)

デジタル化
して提供

活用

アーカイブス(博物学的情報空間)＝静的空間

デジタルコモンズサイト 利用者(学習者)

利用

登録

リソース

デジタルコモンズ(知識循環空間)＝動的空間、プロセスに本質

デジタル化
は学習
プロセス

アーカイビング＝活用



マイサイトに蓄積
常に公開・見合う

アーカイビング(活用)学習モデル

リソース アーカイブサイト
利用者(学習者)

デジタル化
して提供

活用

アーカイブス(博物学的情報空間)＝静的空間

大井 将生, 渡邉 英徳
「ジャパンサーチを活用した小中高でのキュレーション授業デザイン
：デジタルアーカイブの教育活用意義と可能性」
（デジタルアーカイブ学会誌 2020 年 4 巻 4 号 p. 352-359）

キュレーション授業
『ジャパンサーチ』利用
アーカイブを活用し、問いを立て探求する
学習成果をアウトプット、発表しあう

マイノート機能
ノートボード機能

デジタルコモンズサイト 利用者(学習者)

利用

登録

リソース

デジタルコモンズ(知識循環空間)＝動的空間、プロセスに本質

デジタル化
は学習

プロセス

地域＝リアルリソース：生きた社会に触れ学ぶ

キュレーション型学習
デジタルコモンズサイト利用
地域を探求し、アーカイブも活用し、問い
を立て探求する
学習成果をアウトプット、発表しあう

従来は「調べ学習」→キュレーション型学習へ

https://www.jstage.jst.go.jp/search/global/_search/-char/ja?item=8&word=%E5%A4%A7%E4%BA%95+%E5%B0%86%E7%94%9F
https://www.jstage.jst.go.jp/search/global/_search/-char/ja?item=8&word=%E6%B8%A1%E9%82%89+%E8%8B%B1%E5%BE%B3


デジタル化資料のネット公開
スキルレスで極力平易に支援

アウトカムはネットに公開し役立て
る

受講者のマイサイト

キュレーションテーマ１「藤本
蚕業土浦支店の経営」

キュレーションテーマ２

藤本蚕業アーカイブ

受講者のキュレーション Ｂさんのキュレーシ
ョン

親サイトにも再掲して公開

講座受講後も継続してキュ 
レーション成果を追加し後
世にまで残す。

藤本蚕業アーカイブ

リカレント講座受講者マイサイト



地域探求キュレーションの図式
レポート課題とキュレーションの違い

レポート課題（知識循環しないモデル）

資料
調べ考察し
まとめる

レポート

教員が見る

共有されない

残らない

キュレーション（知識循環モデル）

資料
参照資料は
蓄積・公開

資料
掲載

原資料も公開

レポートも公開

公開して共有

残る

参考資料のリスト

アウトプットを意
識してまとめる

資料
掲載

レポート

参考資料のリスト

ハイパーリンク

アウトカムをアウトプットにする



地域アーカイブ活動の弱小・孤立問題

大規模
アーカイブA

大規模
アーカイブB

小規模
アーカイブA

小規模
アーカイブB

地域アーカイブ系一般的かつ大規模なアーカイブ系

弱小 孤立

地域アーカイブに共通
する課題解決の必要性



分散型デジタルコモンズ機能のモデル化

•知識循環型社会に対応した参加型アーカイブ

•地域ごとの特性の違い、多様なデータ構造を
包摂できる柔軟な構造を保証

•誰もがスキルレスで使える概念・操作の平易性

Small Start！

•平易なプログラム → プログラムは差し替え

•データ実体とデータベースの継続性の保証

•オープンデータフレーム

さらに



群小化に対応した複合スキーマ構造モデル

•個別に異なるスキーマ（メタデータ構造）対応

施設・資料特性に応じたスキーマ適用

学習者中心の柔軟なアーカイブ運用

▼古い写真「下諏訪町デジタルアルバム」 ▼公文書「信州上田デジタルマップ」



群小化に対応した複合スキーマ構造モデル

①通番
②タイトル
③～⑦件名1～5
⑧撮影場所
⑨撮影西暦
⑩撮影年月日
⑪色調
⑫大きさ
⑬説明文
⑭所蔵者
⑮作業日
⑯参考文献
⑰著作権

当初の写真メタデータスキーマ
(Excelでメタデータ作成)

要求仕様、資料特性ごと
にスキーマは異なる
不定形文書への対応

異なるスキーマを同一サイ
トで併用可能な
複合スキーマ構造モデル写真に特化

個別の要求
仕様に対応



キュレーション型地域学習の導入モデル
実習「地域〇〇探検隊」

•研修される長野県内の先生方がそれぞれ地元の情報
をデジタルマップに投稿し合い、お互いの地域の違い
や味方の違いなどを学び合います。

投稿

伝えたいものを
セレクトし投稿

タイトルや説明を添え、それが
どんなものか、伝えたいと
思った理由なども伝えよう。

先生どうしで伝えあうことは
授業で児童生徒との学びあ
いの事前体験になります。

お互いに地域を
学びあう

eduスクウェア

投稿記事は支障ない限りネット公開



キュレーション型学習実践
蓼科高校「立科町探検隊」マップ

•2018年度は生徒スマホを前提とした授業計画

•「校内ミニ探検」「沖縄修学旅行」「立科町探検隊」

•立科町の地域資源を「見える化」



県立高校で始まった「信州学」
学校で実践できず頓挫

長野県ＨＰからプレスリリースを転載
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyogaku/happyou/documents/1606274press.pdf

デジタル基盤時代に
適合した地域学を！

学校現場が困惑気味



蓼科学アーカイブ
地域の探求・記録にスマホ活用！アーカイブも！

マップに集約 記録しアーカイブ



2018年単元「蓼科学アーカイブ」全８回

第１回  9/25 地域を探ろう

第２回 10/02 沖縄マップをつくる１

第３回 10/23 沖縄マップをつくる２

第４回 10/30 立科町探検・マップをつくる１

第５回 11/06 立科町を調べよう

第６回 11/20 立科町探検・マップをつくる２

第７回 12/04 まとめ

第８回 12/11 発表会



フィールド学習「立科町探検隊」
参加型アーカイブ適用による地域学習モデル

生徒各自が地域の探求テーマを設定

写真で記録 ビデオで記録

地域に赴き、様子を記録＋ヒアリング



地域の見方を学ぶ
地元に発し、世界と比べる

立科町を記録
マップに載せる

比較して立科町を捉える
信州の中の立科町を捉える

自分の視点で伝える
修学旅行で沖縄を記録

世界に伝える



デジタルアーカイブサイトの構築
『藤本蚕業デジタルコモンズ』

•https://d-commons.net/fujimoto-dc/

デジタルツイン空間
ネット上で代行体験できる
バーチャル空間の試行

資料インデクス
メタデータのデジタル化
史料目録→データベース
（スキーマの一元化）

デジタル資料
現物資料のデジタル化

https://d-commons.net/fujimoto-dc/
https://d-commons.net/fujimoto-dc/


藤本蚕業歴史館 (長野県上田市上塩尻)

蚕種(蚕の卵)製造企業
蚕種家・藤本善右衛門(家業)を継承

1908年、企業体に移行
2009年、藤本蚕業歴史館開館
史資料約２万点、対象1.1万点



藤本蚕業歴史館の課題

•所蔵資料活用の期待→14年、閲覧者は現れない

•目録整理、書庫格納→利用されない

•どのような価値のある資料かわからず

•企業の付帯施設→開放の限界、永続性の課題



地域施設・資料の目的と手段を問い直す
藤本蚕業歴史館をモデルにチャレンジ

•蚕種製造業の情報アクセスのメッカ(巡礼地)に

•そこに行かずに学習、活動ができる
（ニーズが高まっても運営の負担は増えない）

•住民が地元・資料にコミットできる仕掛け

デジタルアーカイブ＝作成・学習プロセス

「作って提供します」ではない
学習者＝作る人

アーカイビングできる人、キュレーションができる人

価値・アクセス・参加



藤本蚕業歴史館もチェンジの時

物理的な場所と資料 アクセス自由なサイバー空間



史料目録の完全なデータベース化

ビフォー

アフター

テキストコード化
スキーマ一元化



地域活動のモデル化と具体的方法

•地域を対象とする「探求的な学び」の支援

•看過されている地域資料の価値

学生からは各自の関心・視点から
「面白い」とのリアクション

住民・児童生徒が関心を持てる
インタラクションの導出



デジタルコモンズでアーカイブDXを

•オープンプラットフォーム

– 都道府県、市町村、機関、家庭、個人を包摂

– 導入容易、低コスト、インターコネクション保障、デー
タ可搬、データエクスチェンジ

– 多様なプラットフォーム、メディア環境の激変への柔
軟な対応

•人材育成

– 地域アーカイブ、地域づくり、学習支援などが行え
る人材を育成する

– d-commons.netを使うと実践がその学習になる



ご清聴ありがとうございました

•お問合せ先

– 前川道博 (d-commonsプロジェクト)

•Mail: maekawa@nagano.ac.jp

•TEL: 090-2270-5074

•〒386-1298 長野県上田市下之郷658-1 長野大学

•ウェブサイト: https://mmdb.net/maekawa/

•今後、d-commonsコンソーシアムに発展させる予定

•d-commons.netトップ

– https://d-commons.net/

mailto:maekawa@nagano.ac.jp
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